
提

出

者

阿

部

知

子

平
成
十
六
年
八
月
五
日
提
出

質

問

第

四

六

号

Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
と
国
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
と
国
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
七
月
三
一
日
（
主
意
書
一
と
い
う
）
、
同
一
一
月
一
二
日
（
主
意
書
二
）
の
質
問
に
引
き
続

き
、
二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
四
月
一
五
日
（
主
意
書
三
）
、
同
年
六
月
一
五
日
（
主
意
書
四
）
の
質
問
に
お
い
て
も
な
お

課
題
が
残
る
答
弁
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
さ
ら
に
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
作
用
被
害
多
発
に
関
す
る
真
相
の
解
明
と
今
後
の

予
防
接
種
行
政
及
び
薬
事
行
政
に
お
け
る
安
全
性
確
保
や
信
頼
性
の
向
上
を
願
っ
て
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

平
成
元
年
九
月
末
現
在
の
は
し
か
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
量
（
市
場
全
体
）
を
推
計
し
た
う
え
で
、
そ
の
時
点
で
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
中
止
し
、
従
来
の
「
は
し
か
単
独
接
種
」
へ
の
切
り
替
え
が
可
能
で
あ
っ
た
か
否
か
、
ワ
ク
チ
ン
量
以
外
の
要

素
も
含
め
て
政
府
見
解
を
述
べ
る
と
と
も
に
そ
の
理
由
を
説
明
せ
よ
。

二

平
成
元
年
一
二
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
薬
事
審
議
会
生
物
製
剤
調
査
会
に
提
出
さ
れ
た
薬
務
局
生
物
製
剤
課
の
資

料
に
あ
る
「
医
薬
品
の
有
効
性
の
限
界
近
く
に
位
置
」
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
政
策
決
定
の
た
め
に
諮
問
す
る
審

議
会
に
対
し
、
基
礎
資
料
の
み
な
ら
ず
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
も
し
く
は
有
効
性
に
関
し
て
、
薬
務
局
が
自
ら
の
認
識

を
示
し
た
こ
と
に
同
局
の
深
刻
な
捉
え
方
を
伺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
の
時
期
ま
で
に
薬
務
局
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
の
使
用
見
合
わ
せ
を
選
択
す
る
方
向
に
傾
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。一



三

平
成
元
年
四
月
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
導
入
に
あ
た
り
、
「
保
護
者
が
希
望
し
た
場
合
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ

た
。
し
か
し
、
大
阪
府
高
槻
市
の
広
報
紙
平
成
元
年
三
月
号
（
主
意
書
三
別
紙
）
に
よ
れ
ば
、
「
は
し
か
ワ
ク
チ
ン
か
ら
Ｍ

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
切
り
替
え
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
高
槻
市
民
に
と
っ
て
選
択
の
余
地
な
く
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
を
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
類
似
の
実
態
は
他
の
自
治
体
で
も
多
数
存
在
し
た
こ
と
が
、
主
意
書
三
へ
の
答
弁
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
回
答
総
数
三
、
一
五
一
の
う
ち
導
入
時
広
報
紙
が
残
っ
て
い
た
三
〇
一
の
う
ち
の
一

一
六
市
区
町
村
に
お
い
て
高
槻
市
と
同
様
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
正
確
に
調
査
を
行
え
ば
膨
大
な
数
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
、
法
令
に
反
す
る
、
誤
っ
た
Ｍ
Ｍ
Ｒ
推
進
策
が
被
害
者
を
増
や
し
た
一
因
と
も
い
え
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
齟
齬
が
お

こ
っ
た
の
か
、
導
入
に
際
し
て
厚
生
省
が
都
道
府
県
を
通
じ
て
指
導
し
た
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
政
府
の
見
解
を
述
べ

よ
。

四

次
の
四
つ
の
通
知
等
に
つ
い
て
、
末
尾
の
各
項
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

�

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
九
日
付
、
健
医
発
第
一
四
三
三
号
各
都
道
府
県
知
事
あ
て
厚
生
省
保
健
医
療
局
長
通
知
「
予

防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
等
に
つ
い
て
」
の
「
第
一

予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
改
正
に
関

す
る
事
項

�

麻
し
ん
の
予
防
接
種
の
実
施
方
法
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
こ
と
（
第
二
一
条
関
係
）
麻
し
ん
の
定
期

二



の
予
防
接
種
に
当
た
つ
て
、
同
時
に
風
し
ん
及
び
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
旨
の
申
し
出
が
あ
つ
た
者
に
つ

い
て
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ

と
。
」

�

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
九
日
付
、
健
医
感
発
第
九
三
号
各
都
道
府
県
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
あ
て
厚
生
省
保
健
医
療

局
疾
病
対
策
課
結
核
・
感
染
症
対
策
室
長
通
知
「
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
」
の
「
第
一

接
種
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

�

今
回
の
改
正
は
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
に
風
し
ん
及
び
お
た
ふ

く
か
ぜ
の
ワ
ク
チ
ン
を
混
合
し
た
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
た
の
で
麻
し
ん
の
接
種
の
と
き
に
こ
れ
を
希
望
者
に
は
使
っ
て

も
よ
い
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
」

�

平
成
元
年
七
月
七
日
付
、
厚
生
省
保
健
医
療
局
結
核
・
感
染
症
対
策
室
予
防
接
種
係
か
ら
各
都
道
府
県
予
防
接
種
担
当

者
あ
て
事
務
連
絡
「
予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
等
に
つ
い
て
」
の
「
�

麻
し
ん
の
予
防
接

種
に
当
た
っ
て
、
同
時
に
風
し
ん
及
び
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
を
希
望
す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
者
に
つ
い
て

は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。
」

�

平
成
元
年
十
二
月
二
十
八
日
付
、
健
医
感
発
第
一
一
二
号
各
都
道
府
県
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
あ
て
厚
生
省
保
健
医
療

三



局
疾
病
対
策
課
結
核
・
感
染
症
対
策
室
長
通
知
「
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
」
の
「
こ
の
度
公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会
よ
り
別
添
の
と
お
り
意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
基
づ

き
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う
。
）
の
使
用
に

関
し
、
よ
り
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
保
護
者
か
ら
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
麻
し
ん
の

定
期
の
予
防
接
種
時
に
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
今
後
下
記
事
項
を
留
意
の
上
実
施
さ
れ
た

い
。
」
「
�

麻
し
ん
の
定
期
の
予
防
接
種
時
に
は
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
保
護
者
か

ら
の
申
し
出
に
よ
り
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
た
場
合
に
も
、
予
防
接
種
法
上
の
取
り
扱
い
は
、
従
来
通
り
麻
し
ん
ワ

ク
チ
ン
を
使
用
し
た
場
合
と
同
様
と
さ
れ
た
い
。
�

Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
、
副
反
応
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
た

め
、
別
紙
『
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
』
の
内
容
を
保
護
者
に
事
前
に
周
知
す
る
た
め
の
広
報
活
動
を
行
う
よ

う
貴
管
下
市
町
村
を
指
導
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
予
防
接
種
法
に
規
定
さ
れ
た
予
防
接
種
法
に
よ
る
健
康
被
害
に
対
す
る
救

済
制
度
に
つ
い
て
も
、
周
知
が
図
ら
れ
る
よ
う
貴
管
下
市
町
村
を
指
導
さ
れ
た
い
。
�

保
護
者
に
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
医
師
会
等
関
係
機
関
と
協
議
し
つ
つ
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
医
療
機
関
が

で
き
る
だ
け
多
く
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
貴
管
下
市
町
村
を
指
導
さ
れ
た
い
。
」

四



右
の
四
つ
の
通
知
等
に
つ
い
て
、
以
下
に
質
問
す
る
。

ア

�
、
�
の
通
知
が
出
さ
れ
た
後
、
接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
る
七
月
に
な
っ
て
�
の
事
務
連
絡
を
出
し
た
こ
と
の
意
味

は
何
か
。
こ
の
時
点
ま
で
に
予
期
せ
ぬ
副
作
用
の
報
告
を
受
け
て
い
た
故
に
「
積
極
推
進
」
の
方
針
に
揺
ら
ぎ
が
生
じ

た
証
で
は
な
い
の
か
。
七
月
七
日
は
、
厚
生
省
が
福
島
県
よ
り
死
亡
例
の
報
告
を
受
け
た
日
で
あ
る
。
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
副
作
用
あ
る
い
は
異
常
な
症
例
に
つ
い
て
最
初
の
報
告
を
受
け
た
の
は
い
つ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
内
容

（
接
種
年
月
日
、
都
道
府
県
、
診
断
名
等
）
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
政
府
見
解
を
述
べ
よ
。

イ

ま
た
、
�
、
�
、
�
は
と
も
に
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
原
則
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
�
の
�
の
内
容
は
基
本
的

に
同
じ
で
あ
り
、
原
則
を
再
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
さ
れ
、
�
は
、
�
に
対
応
す
る
結
核
・
感
染
症
対
策
室
長

通
知
で
あ
り
、
�
の
保
健
医
療
局
長
通
知
に
示
さ
れ
た
方
針
に
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政

府
見
解
は
い
か
が
か
。

五

厚
生
省
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
実
施
の
全
期
間
に
お
い
て
、
自
然
感
染
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
無
菌
性
髄
膜
炎
と
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
後
の
そ
れ
に
つ
い
て
比
較
し
、
評
価
を
し
続
け
た
が
そ
の
考
え
方
は
誤
り
で
あ
る
。
は
し
か
単
味
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
発

生
の
状
況
と
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
状
況
を
比
較
し
て
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
を
継
続
す
る
か
、
は
し
か
単
味
ワ
ク
チ
ン
に
戻
す
か

五



を
検
討
す
る
こ
と
こ
そ
妥
当
だ
っ
た
と
い
え
る
。
あ
え
て
無
菌
性
髄
膜
炎
と
い
う
リ
ス
ク
を
持
ち
込
ん
で
予
防
接
種
法
の
対

象
疾
病
で
は
な
い
お
た
ふ
く
か
ぜ
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。
ま
た
、
左
記
三
項
に

つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

�

�
昭
和
六
三
年
末
ま
で
の
「
は
し
か
ワ
ク
チ
ン
被
接
種
者
総
数
と
認
定
被
害
者
数
」
、
及
び
�
平
成
一
五
年
末
ま
で
の

「
は
し
か
ワ
ク
チ
ン
被
接
種
者
総
数
と
認
定
被
害
者
数
」
、
�
平
成
元
年
九
月
末
ま
で
の
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
被
接
種
者
数
と
認
定

被
害
者
数
」
、
及
び
�
平
成
一
五
年
末
ま
で
の
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
被
接
種
者
数
と
認
定
被
害
者
数
」
を
示
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
の

数
値
か
ら
は
し
か
ワ
ク
チ
ン
と
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
を
比
較
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
の
見
解
を
述
べ

よ
。

�

本
主
意
書
前
項
四
に
示
し
た
通
知
�
の
�
で
い
う
別
紙
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
」
の
記
述
に
は
、
は
し
か
ワ
ク

チ
ン
と
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
の
比
較
に
関
す
る
も
の
は
一
切
な
く
、
む
し
ろ
自
然
感
染
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
脅
威

を
強
調
し
、
安
全
性
に
強
い
疑
い
が
か
か
っ
た
Ｍ
Ｍ
Ｒ
後
の
副
作
用
を
過
小
に
評
価
し
、
偏
っ
た
情
報
提
供
に
よ
り
Ｍ
Ｍ

Ｒ
接
種
を
す
す
め
、
国
民
を
誘
導
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
が
政
府
見
解
は
い
か
が
か
。

�

詳
し
い
数
値
は
本
項
�
へ
の
答
弁
に
待
つ
と
し
て
、
平
成
五
年
末
現
在
の
予
防
接
種
健
康
被
害
認
定
者
（
『
一
九
九
四

六



年
国
民
衛
生
の
動
向
』
に
よ
る
）
の
内
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
も
の
が
五
二
人
（
麻
し
ん
は
昭
和
五
三
年
導
入
）
で

あ
り
、
本
主
意
書
別
表
一
に
あ
る
平
成
元
年
八
月
末
ま
で
の
接
種
で
四
八
人
、
九
月
末
ま
で
の
接
種
で
八
六
人
の
被
害
認

定
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
被
害
認
定
の
結
果
か
ら
類
推
す
る
に
、
遅
く
と
も
九
月
段
階
で
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
接

種
の
危
険
性
が
麻
し
ん
単
味
接
種
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
た
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
予
防
接
種
法
の
対
象
疾
病

で
は
な
い
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
固
執
し
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
接
種
に
こ
だ
わ
り
被
害
を
拡
大
し
続
け
た
の
は
な
ぜ
か
。
一
、
〇
四
〇
人

の
被
害
者
を
出
し
て
も
な
お
お
た
ふ
く
か
ぜ
対
策
を
講
ず
る
必
要
と
法
的
根
拠
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
述

べ
よ
。

六

主
意
書
三
へ
の
答
弁
に
お
い
て
、
社
団
法
人
北
里
研
究
所
及
び
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
「
医
薬
品
の
製
造
等
の
承
認
の
整
理
に
つ
い
て
」
（
昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十
九
日
付
け
薬
発
第
五
百
八
十
八
号
厚
生

省
薬
務
局
長
通
知
）
に
基
づ
き
承
認
書
が
両
法
人
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
へ
返
納
さ
れ
て
い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

「
返
納
」
と
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
る
か
。
明
確
に
答
弁
せ
よ
。

七

平
成
一
五
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
た
木
村
三
生
夫
・
堺
春
美
・
平
山
宗
宏
編
『
予
防
接
種
の
手
引
き
第
九
版
』
に
よ
る

と
、
現
在
承
認
審
査
が
な
さ
れ
て
い
る
米
国
メ
ル
ク
社
製
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
（
申
請
企
業
は
�
化
学
及
び
血
清
療
法
研
究

七



所
）
に
つ
い
て
、
�
添
加
物
の
改
良
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
�
国
産
の
は
し
か
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
よ
り

も
発
熱
の
点
で
格
段
に
劣
る
、
�
国
産
Ｍ
Ｍ
Ｒ
で
問
題
に
な
っ
た
無
菌
性
髄
膜
炎
に
つ
い
て
検
証
す
る
に
は
臨
床
試
験
の
接

種
例
数
が
少
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
書
の
編
者
ら
は
、
国
産
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
推
進
に
あ
た
り
、
特
に
木
村
、
平
山
ら
は

共
に
公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会
予
防
接
種
委
員
会
あ
る
い
は
中
央
薬
事
審
議
会
生
物
製
剤
調
査
会
委
員
の
中
核
と

し
て
承
認
・
導
入
・
中
止
な
ど
の
政
策
決
定
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
今
も
な
お
強
い
影
響
力
を
も
つ
専
門
家
で
あ

る
。
メ
ル
ク
社
製
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
審
査
に
あ
た
り
右
の
指
摘
は
重
大
で
あ
り
、
審
査
は
慎
重
を
期
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の

指
摘
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
述
べ
よ
。

八

主
意
書
三
へ
の
答
弁
に
お
い
て
「
現
在
の
医
学
的
知
見
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
自
閉
症
と
の
間
に
は

因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
「
現
在
の

医
学
的
知
見
」
の
検
討
を
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
被
害
者
に
つ
い
て
「
新
た
に
調
査
を
行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
被

害
者
家
族
が
医
学
上
の
論
争
を
踏
ま
え
て
子
供
の
観
察
が
で
き
る
は
ず
は
な
く
、
新
た
な
救
済
申
請
に
よ
り
被
害
者
の
予
後

が
把
握
で
き
る
な
ど
と
い
う
考
え
方
は
論
外
で
あ
る
。
今
ま
さ
に
米
国
製
Ｍ
Ｍ
Ｒ
が
承
認
さ
れ
よ
う
と
し
、
す
で
に
一
部
専

八



門
家
は
そ
れ
に
よ
る
は
し
か
対
策
を
提
案
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
一
、
〇
四
〇
名
も
の
被
害
認
定
を
行
っ
た
国
は
、
申

請
者
の
カ
ル
テ
（
仮
に
国
は
廃
棄
し
た
と
し
て
も
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
は
保
管
さ
れ
て
い
る
）
の
検
討
と
、
被
害
者
本

人
の
予
後
に
つ
い
て
追
跡
調
査
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
平
成
元
年
七
月
接
種
で
無
菌
性
髄
膜
炎
と
小
児
片
麻
痺
の

被
害
認
定
が
な
さ
れ
、
そ
の
七
年
後
の
平
成
八
年
六
月
に
障
害
児
養
育
年
金
が
認
定
さ
れ
た
事
例
（
主
意
書
二
へ
の
答
弁
よ

り
）
は
被
害
者
の
長
期
予
後
に
注
目
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
五
年
一
一
月
二
六
日
の
疾
病
・
障
害

認
定
審
査
会
感
染
症
・
予
防
接
種
審
査
分
科
会
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
被
害
が
一
件
認
定
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
不
明
）
こ

と
も
同
様
と
い
え
る
。
予
防
接
種
法
に
規
定
さ
れ
た
被
害
者
へ
の
保
健
福
祉
事
業
の
観
点
及
び
今
後
に
新
た
な
被
害
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
、
さ
ら
に
は
予
防
接
種
行
政
、
薬
事
行
政
へ
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
上
で
も
被
害
者
の
長
期
予
後
や
自
閉

症
に
関
す
る
調
査
に
と
り
く
む
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
見
解
を
述
べ
よ
。

九

厚
生
労
働
省
が
阪
大
微
研
会
の
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
法
一
部
変
更
に
関
す
る
薬
事
法
違
反
の
疑
い
を
も
つ
動
機
は
何

か
、
い
つ
誰
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
、
立
ち
入
り
調
査
に
い
た
る
の
か
説
明
せ
よ
。

一
〇

国
は
主
意
書
一
へ
の
答
弁
書
以
来
随
所
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
関
し
て
、
「
逐
次
適
切
な
行
政
判
断
を
し
て
き
て
お

り
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
、
〇
四
〇
と
い
う
被
害
認
定
者
数
か
ら
、
不
適
切
な
判
断
を
繰
り
返
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ

九



る
。
昭
和
二
三
年
予
防
接
種
法
制
定
施
行
以
来
の
予
防
接
種
に
お
い
て
発
生
し
た
被
害
に
つ
い
て
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
被
害
認
定
者
数

の
全
体
に
占
め
る
割
合
が
ど
れ
ほ
ど
か
を
示
し
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
作
用
多
発
や
大
量
の
認
定
被
害
者
を
生
み
出

し
た
事
に
関
し
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
多
面
的
に
分
析
・
評
価
を
し
て
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

右
質
問
す
る
。

一
〇



別
表
一

後
に
救
済
申
請
が
出
さ
れ
る
平
成
元
年
前
半
の
接
種
事
例
数

月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

一
〇
月

事
例
数

一
二

一
一

一
九

五

一

三
八

七
七

累

計

二
三

四
二

四
七

四
八

八
六

一
六
三

出
典

厚
生
労
働
省
提
供
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
健
康
被
害
救
済
申
請
一
覧
」

一
人
に
つ
い
て
二
件
の
請
求
が
あ
り
う
る
の
で
一
部
重
複
あ
り

一
一


